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■
家
庭
や
地
域
で
災
害
に
　

　
対
す
る
備
え
を
確
認

　

平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地
震
、
同
６
月

の
１
時
間
当
た
り
の
総
雨
量
が
１
５
０
㍉

の
豪
雨
災
害
で
は
、
町
内
で
も
家
屋
の
倒

壊
や
浸
水
、
土
砂
災
害
な
ど
多
く
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
大
雨
や
洪
水
、

土
砂
災
害
な
ど
に
特
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
災
害
に
備
え
て
次
の
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
全
員
で
避
難
場
所
を
確
認
し
よ
う

●
台
風
の
際
に
は
事
前
に
家
の
周
り
の
確

認
を
し
よ
う

●
非
常
持
出
品
を
準
備
し
よ
う

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な

形
で
発
生
す
る
か
予
測
が
つ
か
な
い
も
の

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
地
域
で
防
災

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
し
っ
か
り
と
準

備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
生
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
に
備
え
て
事
前
の
準
備
を

■避難が必要な状況

大雨・台風

土砂崩れ

地震

●熊本県防災情報メールサービス

　県が配信する防災情報サービスです。

気象注意報・警報、河川水位情報、避

難勧告などをメールでお知らせします。

　entry@anshin.pref.kumamoto.jp

に空メールを送信して、事前登録して

ください。

●熊本県統合型防災システム　

　県内の大雨などの気象情報や土砂災

害警戒情報や河川の水位状況などをリ

アルタイムで確認できます。インター

ネットから次のＵＲＬへアクセスして

ください。

▲

熊本県統合型防災情報システム

　http://www.bousai.pref.kumamoto.jp

■情報収集のための手段①　～最新の情報をいち早く確認～

大
切
な
生
命
を
守
る
た
め
に
、
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

今
だ
か
ら
こ
そ

▲

豪
雨
に
よ
り
寸
断
さ
れ
た
道
路
（
谷
内
区
）
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■
町
が
発
令
す
る
避
難
指
示
・
勧
告

　
台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
り
災
害
発
生
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

を
災
害
か
ら
保
護
し
被
害
の
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
、
町
で
は
避
難
に
関
す
る
情
報

を
発
令
し
ま
す
。

　

避
難
区
分
は
高
齢
者
な
ど
避
難
に
時
間

の
か
か
る
方
に
早
め
の
避
難
を
促
す
「
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」、
通
常

の
避
難
行
動
が
で
き
る
者
に
避
難
を
促
す

「
避
難
勧
告
」、
危
険
が
切
迫
し
、
早
急
な

避
難
を
促
す
「
避
難
指
示
（
緊
急
）」
の

3
段
階
に
分
類
さ
れ
、
さ
ら
に
自
ら
の
判

断
で
自
主
的
に
避
難
を
す
る
「
自
主
避

難
」
が
あ
り
ま
す
。
避
難
区
分
に
つ
い
て

は
、
気
象
状
態
や
河
川
の
推
移
な
ど
に
よ

り
判
断
さ
れ
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

防
災
無
線
に
よ
る
一
斉
通
報
、
携
帯
電
話

な
ど
の
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」、
警
鐘
お
よ

び
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
な
ど
で
伝
達
さ
れ
ま

す
。
避
難
を
す
る
場
合
に
は
、
慌
て
ず
に

周
り
の
状
況
を
見
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
生
命
を
守
る
た
め
に
情
報
収
集
を

　

気
象
庁
が
発
表
す
る
注
意
情
報
や
警
報

な
ど
は
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
、
町
、
消
防
か
ら
発
信
さ
れ
る

情
報
を
常
に
収
集
・
精
査
し
て
、
デ
マ
情

報
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
警
報
や
勧
告
な
ど
が

な
く
て
も
、
常
に
身
の
回
り
の
状
況
に
気

を
配
り
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
と
き
に
は
、

明
る
い
う
ち
に
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

●洪水情報の配信エリア拡大

　国土交通省では、平成30年５月から

国が管理する緑川、白川で、川が氾濫

する可能性が高まった時に、対象の地

域にいる人に氾濫の危険をお知らせす

る情報が緊急速報メールを活用し自動

で配信されるようになりました。

●甲佐町公開マップ　

　町では、「甲佐町公開マップ」を整備

しました。緊急指定避難場所や土砂災

害警戒区域などを確認できます。

▲

甲佐町公開マップ

　https://apps01.chklab.com/LG434442/

　　　　CommonMap/Home/Policy/

■情報収集のための手段②　～いざというときは早めの避難を～

❖防災特集・災害に備えて事前の準備を

■町から発令される避難情報と発令時にとるべき行動

▲甲佐町公開マップ

災害発生の恐れがある場合には、避難に関する情報を発令しますので適切な行動をとりましょう

自主避難

避難勧告

避難指示
（緊急）

避難準備・
高齢者等避難開始

自宅および周辺の状況により災害被害を感じた場合は、自らの判断で
自主的に避難することができる

・指定された地域の避難場所への避難行動の開始
・親戚や知人宅などへ避難する

避難勧告や避難指示（緊急）を発令することが予想される場合

・いつでも避難ができるよう準備をしましょう。身の危険を感じる人
　は、避難を開始しましょう。
・避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児など）
　は避難を開始しましょう。　

災害による被害が予想され、人的被害が発生する可能性が高まった場合

・速やかに避難場所へ避難しましょう。
・外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、近くの安
　全な場所への避難や、自宅内のより安全な場所に避難をしましょう。

災害が発生するなど状況がさらに悪化し、人的被害の危険性が非常に
高まった場合
・まだ避難していない人は、緊急に避難場所へ避難をしましょう。
・外出することでかえって命に危険が及ぶような状況では、近くの安
　全な場所への避難や、自宅内のより安全な場所に避難をしましょう。

避難区分 発令時の状況ととるべき行動警戒レベル

警戒レベル

４

全員避難

警戒レベル

３
高齢者などは避難

警戒レベル

１または２
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　５月19日（日）熊本市西区のＪＲ

熊本駅東側白川河川敷で、白川・緑

川水防演習2019が開催されました。

　同演習は、住民の防災意識の向上

や防災機関の水防技術の向上、連携

などを目的に国土交通省九州地方整

備局、県および熊本市が主催し、町

水防団（池田実団長448人）も参加。

　演習では、各種水防工法の実演や

地域住民や学生による防災訓練のほ

か、防災展示や炊き出し訓練も実施

されました。

　町水防団は、堤防の上面に土のう

を積み上げて増水した河川の水があ

ふれるのを防ぐ「土のう積み工法」

を実施しました。

■白川・緑川水防演習2019を実施　～非常時の備えを万全に～

非
常
持
ち
出
し
品
や
避
難
所
を
確
認
し
よ
う

■災害に備えて用意する非常持出品

■
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
持
っ
て

　
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す

　
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
の
際
に
は
、
土

砂
災
害
に
よ
り
水
道
・
電
気
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
る
と
と
も
に
、
道

路
や
河
川
な
ど
が
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
り

通
行
止
め
と
な
り
流
通
が
途
絶
え
孤
立
す

る
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
時
は
、
長
期
の
停
電
や

断
水
が
発
生
し
、
支
援
物
資
の
到
着
も
遅

れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
各
家

庭
で
３
日
間
を
し
の
ぐ
必
要
最
低
限
の
水

や
食
料
な
ど
を
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
避
難
指
示
な
ど
の
発
令
の
た
め
、

す
ぐ
に
自
宅
に
帰
れ
ず
避
難
所
な
ど
で
の

長
期
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
防
災
の
た
め
に
特
別
な
も
の

を
用
意
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
、

普
段
の
生
活
の
中
で
利
用
さ
れ
て
い
る
食

品
な
ど
を
備
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
料
品
な
ど
の
ほ
か
に
、
着
替
え
や
常

備
薬
な
ど
生
活
に
必
要
な
も
の
を
あ
ら
か

じ
め
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
て
お
き
、

災
害
が
起
き
た
と
き
に
い
つ
で
も
持
ち
出

せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ご
自

身
の
環
境
に
合
わ
せ
て
必
要
な
も
の
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
て

●いつでも避難できるように準備しておくもの

　　　　　□飲料水　□非常用食品（乾パンや缶詰など長期保存できるもの）
　　　　　□防災ずきんやヘルメット　□懐中電灯　□携帯ラジオ　
　　　　　□予備電池　□笛やブザー　□携帯電話（充電器含む）　
　　　　　□万能ナイフ　□手袋
　　　　　□現金　□預金通帳・印かん　□健康保険証　□身分証明書
　　　　　□救急セット　□常備薬・持病薬　□タオル　
　　　　　□トイレットペーパー　□ウェットティッシュ　□着替え
　　　　　□雨具　□生理用品　□缶切り　□粉ミルク・紙おむつ
　　　　　□ビニール袋　□カイロ　□携帯トイレ　□マッチやライター
　　　　　□スリッパ　□食品用ラップフィルム　□マスク　□毛布
　　　　　□その他自分の生活に欠かせないもの

●復旧までの３日間をしのぐ備蓄品

　　　　　□ペットボトル（１人１日３㍑）　□貯水した防災タンク
　　　　　□米　□缶詰やレトルト食品　□梅干しや調味料
　　　　　□フリーズドライ食品・チョコレート・あめなど
　　　　　□卓上コンロ　□ガスコンロ　□固形燃料
　　　　　□生活用水　□毛布・寝袋　□洗面用具　□調理用具
　　　　　□バケツ・アウトドア用品　□ポリタンク

▲「土のう積み工法」を実施する町水防団

食 料 品

避 難 用 具

貴 重 品

衛 生 用 具

そ の 他

飲 料 水

燃　料

そ の 他

貴 重 品
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　今年も梅雨の季節がやって
まいりました。最近「記録的
豪雨」や「これまでに経験し
たことのない」といった言葉
が頻繁に聞かれます。気象庁
によると、最近は大雨の発生
回数に比べて短時間強雨の発
生回数の多さが目立っている
とのこと。
　先日も鹿児島県屋久島町で
50年に一度といわれる記録
的豪雨により土砂崩れが発生
し、登山客など300人以上が
一時孤立しました。他人ごと
ではありません。大雨に関し
て、まず、お住まいの地域が
どのような災害リスクがある
のかを把握することが重要で
す。そして、早め早めの避難
を心がけることで最も大切な
命を守ることができます。
　地域の災害リスクを把握し
ておきましょう。

くらし安全推進室
佐々木 善平 室長

　自主防災組織とは、「自分たちの
地域は自分たちで守る」という共通
の目的を持って、地域の人たちが自
発的に結成する防災のための組織で
す。
　災害発生時に消防団などが現場に
到着するまでの間、地域で協力しな
がら人命救助や消火活動をして、被

害を最小限にとどめるために作られ
ています。
　この自主防災組織は災害発生時に
頼りになる地域住民同士の助け合い
を組織化したものです。
　皆さんの地区でも自主防災組織を
設立して、地域の防災力を高めませ
んか。

■自主防災組織で高める防災力　～地域で災害に対する備えを～

❖防災特集・災害に備えて事前の準備を

■町内の緊急指定避難場所

■
避
難
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し

　
も
し
も
の
時
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
災
害
が
発
生
し
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
避
難
場
所
に
避

難
し
ま
す
。

　

熊
本
地
震
の
よ
う
に
夜
間
避
難
を
す
る

場
合
や
、
勤
務
先
か
ら
避
難
す
る
場
合
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
避
難
場
所

や
経
路
を
確
認
し
て
お
き
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
す
ぐ
避
難
が
で
き
る
状
態
を
考
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
、

被
害
の
拡
大
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、

自
分
自
身
で
の
備
え
や
自
主
防
災
組
織
な

ど
地
域
で
防
災
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

災
害
に
備
え
て
今
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
、
自
分
の
生
命
や

大
切
な
人
の
生
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
く
ら
し
安
全
推
進
室

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

▲防災訓練を実施する西寒野区自主防災組織

自 ら の 命 は 自 ら
守 り ま し ょ う

緊急指定避難場所（所在地）

① 宮内地区社会教育センター
（小鹿地区に開設準備中）⑥

甲佐中学校
（甲佐町中横田300） ⑪ 白旗福祉ふれあいセンター

（甲佐町白旗216-2）

② 町総合保健福祉センター
（甲佐町豊内619）W ⑦ 龍野小学校

（甲佐町上早川1220） ⑫ 上益城農業共同組合第一営農
センター（甲佐町白旗543-1）

③ 甲佐小学校
（甲佐町豊内613-1） ⑧ 龍野福祉ふれあいセンター

（甲佐町上早川334） ⑬ 乙女小学校
（甲佐町津志田3073）

④ 町農業研修センター「ろくじ館」
（甲佐町豊内719-2）W ⑨ 町民センター

（糸田９-1）W ⑭
乙女高齢者福祉センター
（甲佐町津志田3073）

⑤ 甲佐地区都市防災公園
（豊内地区に開設準備中）⑩

白旗小学校
（甲佐町白旗50） …Wi-Fi 設置場所W

①

②
③
④
⑤

⑥

⑦

⑧⑨

⑩⑪
⑫

⑬⑭

・
甲佐町役場


